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認知症対応型共同生活介護 自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

法人名 株式会社サザンツリー 事業所名 グループホームサザンツリー 

所在地 姫路市飾西３３０番地 

 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で 

話しあった内容 
外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 
理念の共有と 

実践  

地域密着型サービスの意義を

ふまえた事業所理念をつくり、

管理者と職員は、その理念を

共有して実践につなげている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎朝朝礼で、理念を唱

和、スタッフ会議・運営

推進会議で情報共有、

HPに掲載し、折にふ

れ再確認している。 

    

2 
事業所と地域と

のつきあい 

事業所は、入居者が地域とつ

ながりながら暮らし続けられる

よう、認知症の人の理解や支

援の方法などを共有し、事業所

自体が地域の一員として日常

的に交流している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日の散歩時、近隣

住民へのご挨拶や軽

いおしゃべり、地域の

美容院を定期的に利

用して交流している。

訪問美容も利用してい

て、ホーム内の雰囲気

も見てくださっている。 

近年、これまで入居者と

親しくしてくださっていた

近隣住民の方が何人か

亡くなり、高齢化で一人

暮らしとなる方が増えて

いる。このような方々に

こちらからお声がけして

いく役割を果たしていけ

たらいいと思う。 

   

3 
運営推進会議

を活かした取組 

運営推進会議では、入居者や

サービスの実際、評価への取

り組み状況等について報告や

話し合いを行い、そこでの意見

をサービス向上に活かしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

認知症や認知症の方

への理解が深まるよ

う、毎回、タイムリーな

トピックを取り上げて、

参加者に役立てていた

だけるようつとめてい

る。 

入居者の要介護度・平

均年齢等の状況を報告

している。このほか、ネ

ガティブな情報も公開し

て、認知症の大変さをご

理解いただけるようにつ

とめている。 
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4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡

を密に取り、事業所の実情や

ケアサービスの取り組みを積

極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

包括センターの方、地

域民生委員の方とは、

日ごろから会話の機会

を設け、話しやすい関

係を構築している。 

推進会議で外国人介護

従事者のトピックを取り

上げたとき、認知症高齢

者のことだけでなく、地

域で働く外国人とのコミ

ュニケーションについて

も話題になった。 

   

5 
身体拘束をしな

いケアの実践 

代表者および全ての職員が

「介護保険法指定基準におけ

る禁止の対象となる具体的な

行為」を正しく理解しており、玄

関の施錠を含めて身体拘束を

しないケアに取り組んでいる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

スタッフ会議において、

身体拘束ゼロ推進員

会を開催している。禁

止の対象となる事例を

様々な角度から繰り返

し取り上げて、研修し

ている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人は明るくお元気で

問題なく生活されてい

るのに、居宅時代から

しばしば家出する癖が

あり、入居後立て続け

に２回施設を出てしま

い、警察に入居者を捜

索してもらった話を聞

いた。鍵をかけて閉じ

込めるわけにはいか

ず、拘束と自由のバラ

ンスが難しいと感じた。 

6 
虐待の防止の

徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待

防止関連法について学ぶ機会

を持ち、入居者の自宅や事業

所内での虐待が見過ごされる

ことがないよう注意を払い、防

止に努めている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束ゼロと共通す

る部分が多いため、同

時に研修を実施してい

る。「虐待の芽チェック

シート」に記入させて、

些細なことが虐待につ

ながることを理解させ

るようにしている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

推進会議でも、虐待防

止の研修をしていただ

いている。虐待になる

ようなことはなさそうに

思うが、たまに発言が

不適切と感じる家族様

がいることも事実なの

で、注意していきたい。 

7 

権利擁護に関

する制度の理

解と活用 

管理者や職員は、日常生活自

立支援事業や成年後見制度に

ついて学ぶ機会を持ち、個々

の必要性を関係者と話し合い、

それらを活用できるよう支援し

ている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

制度を利用する方がお

られたので、後見人の

方とのコンタクトの機

会を得た。後見人が誠

実な方で、とてもやり

やすかった。 
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8 
契約に関する 

説明と納得 

契約の締結、解約また改定等

の際は、入居者や家族等の不

安や疑問点を尋ね、十分な説

明を行い理解・納得を図ってい

る 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居契約書、重要事

項説明書に記載されて

いる事項を１時間程度

かけて、丁寧に説明し

ている。不明な点は例

を挙げて詳しく説明す

る。記載内容が、より

わかりやすくなるよう見

直しを行った。 

    

9 

運営に関する入

居者、家族等意

見の反映 

入居者や家族等が意見、要望

を管理者や職員ならびに外部

者へ表せる機会を設け、それら

を運営に反映させている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者の反応や家族

の意見は、些細なこと

でも厳粛に受け止め

て、すぐに改善するよ

うつとめている。スタッ

フ会議で、内容を周知

徹底している。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者家族には、いろ

いろなタイプがおられ

て、人によってはかな

り詳細な説明が求めら

れるが、その都度対応

しいる。 

10 
運営に関する職

員意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関

する職員の意見や提案を聞く

機会を設け、反映させている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

改まって話しにくいの

で、ちょっとした合間に

様子を聞いたり、年１

回のアンケートなどで

出た意見を他の職員

に共有して、改善する

ようつとめている。 

    

11 
就業環境の 

整備 

代表者は、管理者や職員個々

の努力や実績、勤務状況を把

握し、給与水準、労働時間、や

りがいなど、各自が向上心を持

って働けるよう職場環境・条件

の整備に努めている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員には、年に１回の

業績振り返りと自己評

価を提出させるととも

に、代表者は日々職員

にこまめに声かけをし

て、困りごとがないか

聞き取りをしている。通

年変わらず。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

令和６年度の振り返り

では、ジェンダー平等

についてのアンケート

をとるなど、新しい流れ

にも敏感に関心を持つ

ようつとめている。 
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12 
職員を育てる 

取組 

代表者は、管理者や職員一人

ひとりのケアの実際と力量を把

握し、法人内外の研修を受ける

機会の確保や、働きながらトレ

ーニングしていくことを進めてい

る 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員の勤続年数、経

験年数、適性、目標な

どに応じ、無理なく個

人のペースで落ち着い

て働けるよう個別の配

慮を行っている。勤続

年数が長いが、モチベ

ーションが落ちがちな

職員の対応が難しくな

っている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

勤続年数が長い職員

が多いのは、安心感が

ある。一方で、せっかく

採用してしても、すぐに

辞める人もいるそう

で、やはり人材確保が

大変そう。 

13 
同業者との交流

を通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同

業者と交流する機会を作り、ネ

ットワークづくりや勉強会、相互

訪問等の活動を通じて、サービ

スの質を向上させていく取り組

みをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

○C ．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

重度化、高齢化によ

り、入居者様に手がか

かることが増えて、な

かなか交流の機会を

得ることができていな

い。 

    

14 
本人と共に過ご

し支えあう関係 

職員は、本人を介護される一

方の立場におかず、暮らしを共

にする者同士の関係を築いて

いる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

徐々に機能が低下して

いく中、できるかぎりた

くさんの笑顔を見られ

ることを目標に、思い

を込めてお声がけし、

コミュニケーションをと

るようにしている。 

    

15 

馴染みの人や

場との関係継続

の支援 

本人がこれまで大切にしてきた

馴染みの人や場所との関係が

途切れないよう、支援に努めて

いる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居後も家族や友人と

の関係が継続できるよ

う、面会・電話・オンラ

イン面会などの機会を

設けている。自宅への

外泊や入居前に利用

していた温泉に行かれ

る方もいる。 

コロナ禍で長い間交流

に制限があったが、現在

では、自由に家族との外

出や外泊を楽しんでい

ただいている。 

   

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント        
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16 
思いや意向の

把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、

生活環境、一日の過ごし方の

希望や意向の把握に努めてい

る 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者のちょっとした

言葉や訴えを職員そ

れぞれが受け止めて、

それを共有すること

で、ケアやケアプラン

に生かしている。 

    

17 

チームでつくる

介護計画とモニ

タリング 

本人がより良く暮らすための課

題とケアのあり方について、本

人、家族、必要な関係者と話し

合い、それぞれの意見やアイ

ディアを反映し、現状に即した

介護計画を作成している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族に最近のご様子

をお伝えするときに、

家族の特性を把握した

うえで、適切に伝える

ようにしている。ケアプ

ランの内容をよく読ん

でからお伝えするよう

つとめている。 

参加者に家族が含まれ

ているので、職員による

ケアプランの説明につい

て、わかりやすいか、ど

のようにお考えかをお聞

きした。 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ホーム全体で、真摯に

取り組まれていると思

う。モニタリングとサー

ビス会議では、全員で

細かいことまで話し合

っているということだっ

た。 

 個別の記録と実

践への反映 

日々の様子やケアの実践・結

果、気づきや工夫を個別記録

に記入し、職員間で情報を共有

しながら実践や介護計画の見

直しに活かしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

個別記録には、長文に

なる傾向がある職員が

いるので、あくまでも家

族が読みやすいよう適

切に記述するよう指導

している。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新しく入居した家族か

らは、記録の内容が詳

しいので、様子がよく

わかると言われるとの

ことだった。 

19 

一人ひとりを支

えるための事業

所の多機能化 

本人や家族の状況、その時々

に生まれるニーズに対応して、

既存のサービスに捉われな

い、柔軟な支援やサービスの

多機能化に取り組んでいる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

近年、看取りへの関心

が高くなっている。看

取りの加算をとってい

ないが、ほぼ看取りの

ような形で最期を看取

った方が今年度２名と

なった。多機能化の一

環と考えている。 

グループホームに多機

能化の期待が高まる

中、事業所のワンオペ的

な側面も出てきた。職員

が覚えることが増えて、

ストレスも増えていること

を伝えた。 

   

20 
地域資源との協

働 

一人ひとりの暮らしを支えてい

る地域資源を把握し、本人が

心身の力を発揮しながら安全

で豊かな暮らしを楽しむことが

できるよう支援している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者の高齢化や重

度化で、気軽な外出や

イベント参加は減少し

ている。毎日の散歩だ

けは継続して、近隣の

方に見守っていただき

たい。 

民生委員の参加者は、

引き続き、散歩で見かけ

る入居者の様子を話し

てくださった。顔ぶれが

変わりましたね、など見

守ってくれている。 

   



- 6 - 

 

21 
かかりつけ医の

受診支援 

受診は、本人及び家族等の希

望を大切にし、納得が得られた

かかりつけ医と事業所の関係

を築きながら、適切な医療を受

けられるように支援している 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居前から利用してい

る医療機関や訪問診

療を継続できる。往診

を利用する入居者には

職員が立ち会い、適切

な診察・治療が受けら

れるよう支援している。 

    

22 
入退院時の医

療機関との協働 

入居者が入院した際、安心して

治療できるように、また、できる

だけ早期に退院できるように、

病院関係者との情報交換や相

談に努めている。あるいは、そ

うした場合に備えて病院関係

者との関係づくりを行っている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

各医療機関の医師や

看護師と密に連絡をと

り、入居者が適切な治

療を受けられるよう情

報提供書の作成等さ

まざまな支援を行って

いる。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所と医療機関が

連携し、スムーズな入

退院ができるようにし

ている。最近では、医

療機関がより力を入れ

ているようだ。 

23 

重度化や終末

期に向けた方

針の共有と支援 

重度化した場合や終末期のあ

り方について、早い段階から本

人・家族等と話し合いを行い、

事業所でできることを十分に説

明しながら方針を共有し、地域

の関係者と共にチームで支援

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

推進会議で、定期的に

「看取り」を取り上げて

いる。看取りのイメージ

が家族によってかなり

異なる。関心が高い人

が多く、ていねい説明

しないと、不安にさせ

てしまうことがある。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

実際に看取りに近いぎ

りぎりまで普通の生活

をされて、最期を迎え

る方が増えているよう

で、入居者にとっては

よいことではないかと

思う。 

24 
急変や事故発

生時の備え 

入居者の急変や事故発生時に

備えて、全ての職員は応急手

当や初期対応の訓練を定期的

に行い、実践力を身に付けて

いる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

体調急変時にどう行動

するか、マニュアルを

もとに、定期的な研修

を実施している。いつ

発生しても慌てないで

動けるようにしている。 

   

救急搬送時された方

の事例を報告してもら

った。マニュアルだけ

でなく、実際に動いて

みると経験値が上がっ

てきたと感じる。 

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時

に、昼夜を問わず入居者が避

難できる方法を全職員が身に

つけるとともに、地域との協力

体制を築いている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年２回、避難訓練を実

施し、災害の種類に応

じて、どのように対応

すべきかシミュレーショ

ンしている。 

災害時の避難方法や避

難先について情報共有

している。地域住民との

合同訓練の機会は持て

ていない 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年２回、避難訓練を実

施していると報告を受

けている。災害時の備

蓄品をどこまで準備す

るか悩ましいとのこと。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援         
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26 

一人ひとりの尊

重とプライバシ

ーの確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇

りやプライバシーを損ねない言

葉かけや対応をしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

目先のことを解消する

ために、ついプライバ

シーを無視した対応を

とる者がまだいるの

で、繰り返し研修を実

施し、助言をしている。 

 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

経験が長く、より向上

する職員と、経験が長

いことで普通の感覚を

忘れてしまう職員がい

るので、後者の指導が

大切である。 

27 
日々のその人ら

しい暮らし 

職員側の決まりや都合を優先

するのではなく、一人ひとりの

日常生活における希望や意

向、暮らしのペースを大切に

し、その日をどのように過ごし

たいか、希望にそって支援して

いる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

尊厳を大切に対応する

よう研修している。自

分の思う通りに動いて

くれない入居者にいら

立つ職員は、相変わら

ず配慮のない対応をと

ることがあり、引き続き

指導していきたい。 

    

28 
食事を楽しむこ

とのできる支援 

食事が楽しみなものになるよ

う、一人ひとりの好みや力を活

かしながら、入居者と職員が一

緒に準備や食事、片付けをして

いる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者とお弁当やお

やつを一緒に作ること

を定期的に行ってい

る。「なつかしい」など

と記憶を呼び覚ます効

果があると感じる。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

写真を見たり、聞いた

りしていると、私たちの

自宅での食事より充実

していると感じる。とろ

みや刻みにも対応して

いる。 

29 
栄養摂取や水

分確保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分

量が一日を通じて確保できるよ

う、一人ひとりの状態や力、習

慣に応じた支援をしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

食事量・水分量を毎日

記録している。十分な

摂取量が確保できない

入居者には、個別の方

法で栄養を摂取できる

ようつとめている。 

    

30 
口腔内の清潔

保持 

口の中の汚れや臭いが生じな

いよう、毎食後、一人ひとりの

口腔状態や本人の力に応じた

口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ひとりひとりについて、

口腔ケアの最初から最

後までを見守ることが

難しいが、苦手な方に

はなるべく付き添って

清潔保持ができるよう

心がけている。 

 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入れ歯の扱いや洗浄

について、職員に支援

してもらえるのは助か

る。口のにおいが気に

なることがある。 
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31 
排泄の自立支

援 

排泄の失敗やおむつの使用を

減らし、一人ひとりの力や排泄

のパターン、習慣を活かして、ト

イレでの排泄や排泄の自立に

むけた支援、便秘の予防等、

個々に応じた予防に取り組ん

でいる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

排泄に失敗しがちな方

のパターンを見極め、

早めにトイレ誘導を行

っている。排泄ケアで

も、清潔保持に気を遣

っている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一時帰宅時や、外出

時、排泄に付き添うと、

時間がかかってとても

大変なことに気づかさ

れる。お世話になって

いることを実感する。 

32 
入浴を楽しむこ

とができる支援 

一人ひとりの希望やタイミング

に合わせて入浴を楽しめるよう

に、職員の都合で曜日や時間

帯を決めてしまわずに、個々に

そった支援をしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入浴が好きではない方

のお声がけでは、清潔

保持のためとはいえ、

強制的にならないよう

苦心している。入浴を

怖がる方もいるので、

楽しみながら入浴でき

るよう工夫している。 

    

33 
安眠や休息の

支援 

一人ひとりの生活習慣やその

時々の状況に応じて、休息した

り、安心して気持ちよく眠れるよ

う支援している 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

夕食後、口腔ケア、トイ

レ誘導をして、スムー

ズに就寝に入れるよう

に準備している。夜中

に起きてトイレに行く方

もいるが、覚醒し過ぎ

ないよう、静かに誘導

している。 

    

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の

目的や副作用、用法や用量に

ついて理解しており、服薬の支

援と症状の変化の確認に努め

ている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ほとんどできている

が、飲み忘れや薬が

足りなくなるなどの事

象があったので、限り

なくゼロにするよう、確

認を怠らないよう徹底

していく。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

１０年以上前は多くの

人が服用していた認知

症薬を、今は服用して

いる人が減っている。

ケアによって認知症に

対応しているとのこと

である。 

35 
役割、楽しみご

との支援 

張り合いや喜びのある日々を

過ごせるように、一人ひとりの

生活歴や力を活かした役割、

嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

できないことではなく、

できることに目を向け

るよう指導している。で

きることを奪ってしまわ

ないよう、気を付けて

いる。 

自分だけ手伝いをさせら

れている気分になってし

まう方も少なくない。でき

ることが、かけがえのな

いことであることを伝え

ていきたい。 
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36 
日常的な外出

支援 

一人ひとりのその日の希望に

そって、戸外に出かけられるよ

う支援に努めている。また、普

段は行けないような場所でも、

本人の希望を把握し、家族や

地域の人々と協力しながら出

かけられるように支援している 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

マンツーマンの近隣で

の散歩がきることを事

業所のアピールポイン

トとしている。社会との

つながりが継続できる

手段である。家族への

外出支援もお願いして

いる。 

歩行できる距離に応じて

出かけている。歩行が困

難な方は、事業所敷地

内の庭やテラスでのティ

ータイムやレクで外出気

分を味わっていただいて

いる。 

   

37 
お金の所持や

使うことの支援 

職員は、本人がお金を持つこと

の大切さを理解しており、一人

ひとりの希望や力に応じて、お

金を所持したり、使えるようした

りできるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

○C ．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

買い物に出かける機

会は非常に少ないが、

日用品を購入したい方

には、近所のドラッグ

ストアに職員が付き添

って行う。 

    

38 
電話や手紙の

支援 

家族や大切な人に本人自らが

電話をしたり、手紙をやり取りし

たりできるように支援をしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族からの手紙、電

話、オンライン面会な

ど、可能なコミュニケー

ションがとれるよう整備

しており、利用していた

だいている。 

    

39 
居心地のよい

共用空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体

機能やわかる力を活かして、安

全かつできるだけ自立した生活

が送れるように工夫している。

共用の空間が、入居者にとって

不快や混乱をまねくような刺激

がないように配慮し、生活感や

季節感を採り入れて、一人ひと

りが居心地よく過ごせるような

工夫をしている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

居室は、家族の写真

や絵を飾っていただい

ている。リビングには、

毎月、季節感のあるデ

ィスプレー作品を作っ

て飾り、季節の移り変

わりを感じられるように

している。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

いつも掃除が行き届い

ている。花壇には季節

の草花が植えてあり、

外観からもあたたかみ

が感じられる。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（入居者一人ひとりの確認項目）       



- 10 - 

 

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、

日々の暮らし方の意向に沿っ

た暮らしができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者がどのような場

面で笑顔になるか、ち

ょっとした会話で引き

出せる気持ちなどに、

共感しながら、穏やか

に過ごせるように支援

している。 

    

41 

本人は、自分の生活歴や友人

関係、暮らしの習慣、特徴など

様々な情報をもとに、ケア・支

援を受けることができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時に収集したプロ

フィールや生活歴、利

用していた施設の情報

提供書をしっかりと読

み込み、ケアに最大限

活かすようにしている。 

    

42 

本人は、自分の健康面・医療

面・安全面・環境面について、

日々の状況をもとに、ケア・支

援を受けることができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人はもとより、家族

の希望を聞き取って、

毎日職員が観察したこ

ととニーズを鑑みたケ

アを行っている。 

 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居者の不注意では

なく、職員の不注意で

ケガなどがあると心配

になるが、お任せして

いる以上、強く訴えにく

いことがある。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これ

までの暮らしの習慣にあった生

活ができている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族の協力が必要で

あるが、入居前に利用

していた医療機関の継

続、よく出かけた温泉・

飲食店への外出・外泊

等ができている。 

   

44 

本人は、自分のなじみのもの

や、大切にしているものを、身

近（自室等）に持つことができて

いる 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人が見ていて落ち着

ける、なじみのある持

ち物を持ち込むことが

できる。携帯電話で好

きなときに家族に連絡

できる。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

広さも十分で、清潔な

お部屋で、写真を飾っ

て落ち着ける空間にな

っていると思う。 
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45 

本人は、自分の意向、希望に

よって、戸外に出かけること

や、催（祭）事に参加することが

できている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人は、家族の協力も

のと、希望する外出、

診察、美容院などに出

かけることができてい

る。 

近距離ではあるが、お花

見やピクニック外出、家

族付き添いでの外出・外

泊、必要な診察などで、

外出の機会があることを

お伝えしている。 

   

46 

本人が持つ力

の活用 

本人は、自分ができること・でき

ないこと、わかること・わからな

いことを踏まえた、役割や、楽

しみごとを行うことができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人ができること、でき

ないことをリストにし

て、できることを継続

し、役割を果たす楽し

みを感じていただいて

いる。 

    

47 

本人は、自分がいきいきと過ご

す会話のひと時や、活動場面

を日々の暮らしの中で得ること

ができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

会話の時間、レクリエ

ーションの時間、おい

しい食事の時間で、笑

顔になってもらえるよう

つとめている。 

 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

訪問すると、歌声やゲ

ームの笑い声が聞こえ

てきて、家にいるよりい

いなと思う。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地

域の人々と関わったり、交流す

ることができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日の散歩では、近隣

のなじみの方から声を

かけでもらい、野菜や

花をいただくなどの交

流がある。 

入居者から積極的にか

かわりを持つことは難し

いが、職員を介して、近

所の方との情報交換も

できていると伝えてい

る。 

   

49 総合 

本人は、この GHにいることで、

職員や地域の人々と親しみ、安

心の日々、よりよい日々をおくる

ことができている 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

集団生活のメリットが

ある反面、デメリットに

なって、ちょっとしたこ

とで引きこもる人もい

る。それでも、一人暮ら

しでいるよりも、絶対に

いいことが多いと思っ

ていただけるようつと

めている。 

家族がまったく面会に来

られない入居者は、職員

に十分かかわってもらっ

ていて、思い切り怒った

り笑ったり、それはそれ

でとても幸せに生活して

いただけているという自

負がある。 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

グループホームの役割

が多様化している。長

く入居している方は、よ

り長く入居を継続した

いが、体調面でのリス

クが高まると、グルー

プホームでの生活がま

まならないこともあり、

考えることが増えてい

る。 

 


